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千葉市犢橋公民館

〒262-0013 千葉市花見川区犢橋町１６２－１

TEL 043-259-2958 FAX 043-259-6431

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ kotehashi@ccllf.jp

第１回運営懇談会を開催しました！

6月21日(火)、当館の利用者や地域の学校教育及び社会教育の関係者等にお願いした１０名の委員さんに来

館していただき、今年最初の犢橋公民館運営懇談会を開催しました。

新しい役員は次の２名にお願いすることになりました。

会副長 渡邉 重雄様（本郷第三町内会前会長、等）

副会長 久保山 純子様（当館主催講座講師、等）

昨年度の当館の利用状況や主催講座の様子、今年度の事業計画等をお知らせする中で、今後の館の運営に関

して貴重なご意見をいただくことができました。

第２回目の運営懇談会は、２月２１日か１０時からを予定しております。

また、懇談会の中でもお知らせしましたし、館内にも既に掲示してございますが、６月１０日から公民館の利用制

限のうち、以下の二つが緩和されました。

一つは、これまでは各部屋の定員の1/2以下での利用をお願いしていましたが、これが解除されました。

もう一つは、原則ラウンジに限定してではありますが、館内での飲食もできるようになりました。

まだ細かい利用制限はありますが、コロナ前の公民館の姿にかなり近づいてきたのではないかと思っております。

これからも油断はせず、できる対策を精一杯行いながらも、温かい雰囲気の、「行くのが楽しみだ」と思っていただ

けるような公民館にしていきたいと思っております。 どうぞよろしくお願いいたします。

犢橋公民館 古市 直彦

◆今月の犢橋公民館◆

7月のテーマは、「七夕」です。吹き流しの七夕飾りは、関東三大七夕まつりのひとつとされている「茂原

七夕まつり」に使用されているものを取り寄せました。七夕は織物や書・笛などの技芸の上達を祈った中

国のおまつりが起源とされているようです。五色の短冊は「五行（陰陽道の木･火･土･金･水の元素）」や

「五徳（儒教の仁･義･礼･智･審の徳目）」に通じるものがあり、

笹自体にも魔よけの力があると言われています。

笹の飾りつけは、折り紙

同好会の皆様にご協力

いただきました。
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講 座 名

開催日時

対　　　　象

定　　　　員

費　　　　用

募集期間

申込方法

講 座 名

開催日時

対　　　　象

定　　　　員

費　　　　用

募集期間

申込方法 直接来館か電話で 直接来館か電話で

１２人（抽選） 10人（抽選）

無　　料 1,320円（テキスト代）

９月２日（金）～９日（金） ９月２日（金）～９日（金）

健康維持講座①健康体操②ボッチャ　全２回 パソコン講座「初心者のためのワード」全３回

 ①９月2１日(水)② ９月2８日(水)１０:００～１２:０0    10月5日(水)～7日(金)9:00～12:00    

60歳以上 成人（文字入力ができる方）

直接来館か電話で 直接来館か電話で

藍染体験講座「エコバックを藍で染める」

 8月24日(水)9:30～12:30    

手ぶらでスマホ体験「よくわかる！超入門編」

 8月29日(月)10:00～12:00    

成人

8人（抽選）

8月2日（火）～8日（月） 8月5日（金）～11日（木）

60歳以上でスマートフォンを持っていない方

16人（抽選）

1000円 無　　料

◆８・９月度募集の主催講座のお知らせ◆

◆今月のサークル紹介◆

手話サークルぎんなんの会 活動日:毎週土曜日
10:00～12:00

手話の技術の習得と聴覚

障害者との交流を目的とし

て、40年続いているサーク

ルです ！

毎年文化祭では、五十音

を軍手で表現して展示し

たり、手話による創作劇を

発表しています。

会員募集中

◆布ぞうり作り体験講座 （5月３０日（月））

・講師の先生に個別に教えていただいたので、自分の震度で作ることがで

ききました。初めての体験でしたが、丁寧なご指導のおかげで自分なりに満

足足のいく作品ができました。ありがとうございました。

◆旅・町文化とマンホール講座（山陰･山陽･北陸地方編）（６月２５日（土））

・行ったことのある所は思い出し、行ったことの無い所は行ってみたいと思

いいました。旅気分になります。楽しかったです。

８・9月募集の講座は、工芸、IT、運動と盛り沢山です！お申込みお待ちしております。

詳細につきましては、館内にチラシを配架いたしますのでご確認ください。

◆終了した主催講座の報告と参加者の感想◆


